
学校生活における大切なお知らせです 
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先日、ある公立中学校で、不登校の子どもをもつ保護者のみなさんにお話しする機会がありました。保護

者の方から「少し『高校に行きたい』と思う気持ちが芽生えてきたようです。でも勉強する気は全くありま

せん。どうしたらいいですか」との質問。私は「違う角度から働きかけてみてはどうでしょう、学校に行き

たい気持ちが出てきたなら、行く練習をしてはいかがですか。その学校の生徒らを見に行ったり、その道

中、電車に乗ったりすることで違う刺激があるかもしれません」とお伝えしました。 

この会には講師の町矢先生と卒業生の K君も一緒に伺いました。Kくんの不登校時代の親へのすまない

思いや高校生活、進路への葛藤は保護者のみなさんの励みになったようで、涙する方もおられました。５年

間の不登校時代から本校を卒業、そして今、しっかり自分の思いを堂々と話せる K君に私たちも胸が熱く

なりました。 

勉強をしたくなるきっかけは様々です。K-POPが好きで韓国語を勉強している人、朝ドラの万太郎のよ

うに植物が好きで極めていく人。人それぞれ興味の方向が違い、それがきっかけで勉強（と言えるもの）が

始まればいい。そうするうちに自然と次の分野にも視野が広がって行くと思います。 

さて、皆さんの夏休みはどのような計画でしょう？この夏、音楽や絵画、芸術に触れてみる、海や山など

の自然に身をゆだねてみる、いつもと違うものに出会ったり、触れたりすることで、そこから学びたい何か

に出会えるかもしれません。 

ちなみに私は、AI相手の英会話アプリを始めて１ヶ月が経ちました。教員との雑談で「〇〇アプリはい

いよ」と聞いたことがきっかけでした。ちょっとした誰かの一言が背中を押してくれ、新たな学びと出会う

こともあるものですね。この夏、皆さんにステキな出会いがありますよう祈っています。 

   

（校長 鍛治田 千文） 

 

「希望は失望に終ることはない。」（ローマ人への手紙５章５節） 
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YMCA学院高等学校が、皆さんにとって 

“かけがえのない場所”となるための「生徒との 3つの約束」 

1）自分を大切にします 

 

・一人で悩まず相談する 

（助けてもらう） 

・法律を守る 

2）自分と同じように周りの人を 

大切にします 

   ・周りの人の学びを大事にする 

・気持ちよくお互いが過ごせるよう 

に気をつける 

3）自分の学びをあきらめず、 

自ら学ぶ姿勢を大切にします 

   例えば、 

・スクーリングに取り組む 

・学校とつながる（情報に触れる） 

 

新型コロナウイルス感染防止について（お願い） 

新型コロナウイルスの感染は収まっていませんが、日常生活をコロナ前に戻す必要もあり、国からは学校での

マスク着用を個人の判断にまかせることになりました。 

  引き続き、学校では感染対策をし、換気を十分にしています。学校は多くの人が集まる場所ですので、まわりの

人にも配慮し、次の 1～10のことを守り、感染対策に協力してください。 

1．自宅で検温するようにしましょう。37.5度以上あるときは通学できません。 

また、学校の入り口で、検温と消毒を必ずしてください。 

2． 少しでも体調が悪いときは、無理せず休んでください。なお、必要に応じて学校への電話連絡やさくら連

絡網の遅刻・欠席連絡機能を活用ください。 

3．マスクは必要な場合着用してください。通学の際、混雑した電車やバスを利用する場合や公共機関・病院な

どマスクの着用が必要な場所もあります。また、健康上の理由などでマスクを着用できない人もいます。 

   お互いに理解しましょう。 

4．必ず、手洗い・消毒をしてください。（学校に入る時やトイレの後、食事の前は消毒液を使ってください） 

5．校内で食事をするときは、人と向かい合わないように、間隔を空けて静かに食べましょう。 

6．毎朝、机と椅子の消毒作業を行っています。必要な時はいつでも教室にある消毒液とペーパータオルを使っ

てください。 

7．できるだけ人から 1メートル以上の距離を取ってください。 

8．階段を使ってください。エレベーターに一度に乗れるのは 4人までです。 

9．休み時間は大きな声を出さず、ふつうの声で話してください。 

10．感染したり、濃厚接触者になったらすぐに学校に電話してください。また、心配なことや不安なことがあ

れば、学校に連絡してください。 

 【重要】日常生活で気をつけてほしいこと 
 

みなさんが外出する際は、事故や犯罪に巻き込まれず、安心・安全な生活を送るため、次のことを常に心がけ

てください。 

 

①出かけるときは「どこへ・だれと・いつまで(帰宅時間)・用件」を保護者(家族)に伝えてください。 

②法律を必ず守って行動してください(特に無免許運転、喫煙、飲酒、薬物乱用、その他未成年禁止事項は絶対

にしないでください)。 

③時間に余裕を持って行動してください(いそがない、あせらない、無理をしない)。 

④必要な人への報告・連絡・相談をこころがけてください(保護者や学校の連絡先を確認しておいてください)。 

⑤命はひとつだけです。安心・安全をいつも心がけるようにしてください。 

みなさんの健康と平安、そして豊かな成長を心より祈っています。 

 

 

② 



教務部からのお知らせ 

前期単位認定テスト 

□スクーリングとレポートを合格した人は、単位認定テストを受けることができます。 

7月 27日(木)に送っている①最終学習状況報告、②受験資格確認表、③筆記式テスト時間割、④単位認定テ

スト実施方法および「筆記式テスト」出題範囲等一覧で、つぎのことを確認しましょう。 

□受けた講座の受験資格があるか  □テストの日時と教室 

□テストの出題範囲        □テストに持ち込みが許されている物 

□受験には「生徒証」が必要です！ 

  単位認定テストの受験には、かならず 2023年度版の生徒証が必要です。 

手元にない人は、こちらの学校通信 11ページ「事務室からのお知らせ」を確認し、申し込みに必要なものを

揃えて当日までに準備してください。 

※万が一、当日に生徒証を忘れた場合は、事前に受付へ申し出ることで「仮生徒証」を発行できます。 

「仮生徒証」の発行は初回無料、2回目以降は発行手数料 200円が必要です。 

なお、「仮生徒証」は当日に限り有効です。 

□筆記式テストについて 

テスト期間： 8月 9日(水) 、8月 10日(木)、8月 16日(水)  ～  8月 18日(金) 

なお、8/11（金）～8/15（火）は「夏期休館日」のため注意してください。 

追テスト日： 8月 21日(月)、8月 22日(火)   

※テスト期間に病気などでテストが受けられなかった人は、追テスト日に受けることができます。 

追テストを受けるには事前に申し込みが必要です。 

      テスト返却日：8月 29日(火)……再テスト課題の対象であるか確認しましょう。  

 

 「筆記式テスト」が不合格になったら 

□「筆記式テスト」が不合格になった講座は、再テスト課題を期日までに提出してください。 

再テスト課題提出日：9月 5日(火) 17：00必着  

□「再テスト課題提出」には、1講座につき 1,000円必要です。9月 5日（火）までに支払いを 

してください。 

□「再テスト課題」の詳しいことは、テストの結果と一緒に 8月 29日(火)に郵送します。 

5コース相談会 

  日   時： 9月 7日（木）14:00～15:00 

場   所： 本校教室（教室は当日掲示板を確認してください。） 

対象コース： グローバル、健康スポーツ、進学、マイスぺ+、Yリンク 

 

上記 5つのコースはそれぞれ独自の目的と学びの活動があります。そして同じ興味・関心を持っている仲間との 

出会いがあります。「通学日数を増やし、生活のリズムや学習習慣を身につけたい」「健康に不安があるので自

宅学習を中心に学びたい」「同じ興味や志を持った友達がほしい」「進路に向けて準備したい」「今の自分を変

えたい」と思っている人は、上記のコースに入ってみませんか？「コースのイメージがつかないので少し不安」

という人は、この相談会に参加してください。 

相談会では、各コースの特徴や後期開講講座についてコース担当者が説明します。また、みなさんが安心して登

録できるように質問や相談に応じます。相談会の参加方法については、後日さくら連絡網で連絡します。 
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高認や学校外の学修による単位認定 

□前期の申請締切日：9月 5日（火） 

□認定料：2,000円（1単位） 

□高等学校卒業程度認定試験（高認）の合格科目や、技能審査など学校外の学修の単位認定を希望する人は、 

所定の用紙に記入し、合格証明書のコピーといっしょに担任に提出してください。 

□9月 5日(火)までに申請されたものを、前期に認定します。 締切日を過ぎたものは、後期に認定します。 

□2023 年度後期卒業予定者は、単位数が後期の講座登録にかかわるため、9 月 5 日(火)までに申請してくだ

さい。 

□審査会では、高認は既修得科目により、学修の成果は内容・実績により審査をして単位を認定しますが、 

認められない場合もあります。（高認で合格しても、すでに修得している科目は認定されません） 

 

進路支援からのお知らせ 

  総合型選抜(AO)入試について 

□一部の学校では総合型選抜(AO)入試のエントリーが始まっています。 

出願ができる時期は 9 月以降の学校が多いですが、それまでに必要な書類を送る場合やオープンキャンパスの参加

がエントリーの条件である学校がありますので、志望校の情報は、早めにチェックするようにしてください。 

エントリー前に担任に申し出て、アドバイスを受けることをおすすめします。 

□総合型選抜(AO)入試のエントリーは、専願であることが多いので、併願予定の人は注意が必要です。 

 

  ３年次生対象 指定校推薦入試説明会 

指定校推薦入試についての説明会を実施します。 

指定校推薦入試で出願を希望する生徒は、必ず出席するようにしてください。 

（各回同じ内容で行いますので、都合の良い日程で 1回出席してください。） 

第 2回   8月 03日(木)  14:00～ 

第 3回   8月 24日(木)  14:00～ 

 

  学校推薦入試(指定校推薦)について(詳細は『それぞれの未来へ』P.4 参照) 

□指定校推薦枠のある学校については、「指定校推薦入試説明会」の参加者に、お知らせします。 

     必ず確認の上、今後の手続きを進めてください。 

□指定校推薦出願までの流れ 

      指定校での受験希望を担任へ申し出る⇒担任との面談⇒四者面談(本人・保護者・担任・進路担当) 

      ⇒校内申込 ⇒校内選考 ⇒出願許可 ⇒出願準備 ⇒出願 

□申込締切（※下記締切日の時点で定員に満たない場合は以降も申込可） 

         一次締切：9月８日(金)17時 ≪出願締切が 9月 2２日(金)以前の場合はその 2週間前≫ 

         二次締切：一次締切で定員に達しなかった場合、出願締切 2週間前の 17時 

 

  学校推薦入試(公募制推薦)について(『それぞれの未来へ』P.4 参照) 

□受験枠を特定の高校に限定しない入試が「公募制推薦」です。受験校側の出願条件を満たし、 

なおかつ高校の推薦条件を満たせば、出願できる推薦入試制度です。  

 

   

 

④ 

https://forms.gle/DiHJsUbnn1dW6aSn9


□本校の公募制推薦の基準は、「卒業年度前期終了時点で 54単位以上修得していること」「卒業見込みであるか 

どうか」です。 

□選考方法は、学校によって異なりますので、志望校の受験要項を確認してください。 

 

   進研模試の実施について＜3年次生対象＞ 

□下記の日程で進研マーク模試を実施します。 

正確な進路サポートに必要なものですので、3年次生で大学受験を考えている生徒は受験してください。 

詳細と申し込みは、後日配信のさくら連絡網を確認してください。 

なお次回は、3年次生対象の最後の模試を 11月に実施します。 

         申込締切：8月 10日(木)    

実 施 日：9月 11日（月） 地歴公民、国語、英語（リーディング） 

9月 12日（火） 英語（リスニング）、数学、理科 

 

   「調査書」「推薦書」の発行について 

□大学・短期大学・専門学校に出願する際は、高校が発行する「調査書」が必要です。 

各学校の出願に必要な書類および出願期間を確認し、「調査書」が必要な人は、必ず担任を通して早めに申し 

込んでください（申し込みから発行まで、1週間かかります。１通 300円）。 

      □調査書発行希望日の 2週間前までに、「調査書に記載する項目の調査」に 

回答する必要があります。7月 11日(火)に送信済みのさくら連絡網にある 

URLからか、右の QRコードから回答してください。 

      □9月末までに発行する「調査書」は 202２年度後期の成績までのものです。 

202３年度前期の成績が入った「調査書」10月 3日（火）から発行できます。 

      □「推薦書」が必要な場合は、作成に１週間ほどかかりますので、余裕をもって担任まで申し込んでください。 

 

   大学入学共通テストについて（『それぞれの未来へ』P.３参照） 

 □『受験案内(志願票)』は 9月 5日（火）より学校で配布予定です。 

必要な生徒は職員室で手続きをして受け取ってください。 

 

   就職 ＜3年次生対象＞ 

    □今年度は高校求人の募集が昨年より増えており、積極的に高校生採用をする企業が多いです。高校を卒業したばか

りの育てたい！という企業が多いので、求人票閲覧、応募前見学など積極的に行ってください。 

≪学校紹介で就職する場合≫ 
□求人票の閲覧は 7月３日(月)から始まっています。職員室で担任もしくは進路担当者まで申し出てください。 

就職活動に必要な書類を渡します。関心のある会社があれば応募前職場見学に参加するようにしてください。 

     □応募は 9月 5日(火)から可能です。  

     □就職活動では、就職希望票＆誓約書を提出する必要があります。 

        ※就職希望者は就職担当者（竹野・須波）まで申し出てください。 

     □企業が複数応募可にしているところは２社まで申し込むことができます（本年度より１人２社応募制開始）。 

※9月 16日以降複数応募可を記載のある企業 

□内定を受けると辞退することができません。応募の際に慎重に考えてください。 

     □応募前見学や履歴書は標準服やスーツ、それに準じた服装が必要です。各自用意をしておいてください。 

     □履歴書の写真 横 3㎝×縦 4㎝が必要です。各自で用意してください。（服装は標準服やスーツ、それに準じた服装） 

 

  

 

⑤ 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScfLHcDF7GOsf_sn07KnKRm3xbo50PpwPE2DaFIp0Z0pFGLMA/viewform?usp=sf_link


□求人票の閲覧は担任、もしくは就職担当者に時間を予約して来校してください。 

（タブレット、ID、パスワードを用意します） 

≪公務員試験≫ 
 公務員採用試験の案内が到着しています。申込はインターネットでの受付のみがほとんどです。 

受験希望者は各自で申込してください。 申込方法でわからないことがあれば、進路支援までご相談ください。 

 

・八尾市消防職員採用試験                           ・大阪府職員採用試験（高校卒程度） 

申込 8月 17日から 9月 7日（12:00 まで）             行政・警察行政・技術（土木・建築・機械・電気） 

                                                  申込 7月 3日から 8月 31日（13:00まで）  

                                     

 

 

 

 

 

生徒支援からのお知らせ 
 
 

□下に書いてある期間にカウンセリングを受けることができます。 

利用希望の方は担任の先生、またはカウンセリング担当の藤原・水上まで相談をしてください。 

〇8月の開室日：（月曜日） 8月 28日 

（水曜日）8月 2日・9日・23日・30日 

           （金曜日）8月 4日・18日・25日 

〇時間：14:00～16:50 (内 50分) 

〇担当：藤原 未帆 (FUJIWARA, Miho)、水上 沙織(MIZUKAMI,Saori) 

〇カウンセラー：   月曜日／二宮 一美  さん  (NINOMIYA,Kazumi) 

水曜日／芝原 かつら さん  (SHIBAHARA, Katsura) 

         金曜日／道嶋 公子 さん   (MICHIJIMA, Satoko) 

 

 

スクーリング休暇期間中に、本校の保健室にて在校生向けの‘こころの相談’サポートを行っています。 

スクーリング期間外は自宅で過ごす時間が長くなり、普段の学校生活よりも話せる場が少なくなると思いま

す。養護教諭の先生と心身の健康について話しましょう。 

事前予約制の 1人 30分程度で、ゆっくりとお話ができます。 

〇実施期間  ：7月 10日（月）～9月 29日（金） 

〇曜日    ：月曜日～金曜日 

〇時間    ：11：00～16：00（うち 12：00～13：00は閉室） 

〇養護教諭  ：濱本 祐子 さん(HAMAMOTO,Yuko)／火曜日・水曜日・金曜日 

          木場 晴子 さん(KIBA,Haruko)／月曜日・火曜日・木曜日 

          大酒 裕子 さん(OSAKE,Yuko)／水曜日 

 〇予約方法  ：事前予約制、1人につき 30分程度 

         8月予約先 URL【https://app.aitemasu.me/ev/fpxg7we0y4ui】 

         9月予約先 URL【https://app.aitemasu.me/ev/bbky83n5lwxg】 

保健室より‘こころの相談’ 

 

カウンセリング

スペース 

9月予約 

8月予約 

⑥ 

https://app.aitemasu.me/ev/fpxg7we0y4ui
https://app.aitemasu.me/ev/bbky83n5lwxg


 

 

□学外の相談機関の一覧を掲載します。必要な際は利用してください。 

相談先 連絡先 

（大阪府）大阪府子ども専用子どもの悩み相談フリーダイヤル 0120-7285-25(なにわっこ にっこり) 

（大阪市・堺市）24時間子ども SOSダイヤル 0120-0-78310(なやみいおう)  

こども無料相談電話 0120-928-704 月・火・木(祝日以外) 10:00‐20:00 

児童相談所相談専用ダイヤル 0120-189-783 

関西いのちの電話 06-6309-1121 

              

〇薬物乱用とは何か  公財・麻薬・覚せい剤乱用防止センターHP （https://dapc.or.jp/index.html）より 

薬物乱用とはどういうことなのか、もう一度確認しましょう。 

薬物乱用とは、薬物や薬品を本来の医療目的からはずれて使ったり、医療目的でない薬物を不正に使ったりすることです。 

覚醒剤や大麻、コカインといった違法な薬物は、それぞれ法律によって厳しく規制されており、持っているだけでも犯罪になり

ます。 

薬局などで買う医薬品や化学薬品であっても、本来の目的では無い使い方、遊び目的の使用や処方箋を超え大量に服薬

するなどの行為は、目的の逸脱でありこれも薬物乱用になります。 

医薬品は用法通りに飲めば薬ですが、これを正しい飲み方をしなかったり、大量に摂取すると混乱や意識が薄れるなど、い

わゆるドラッグを使用した際の感覚に近い症状が現れる場合があります。市販薬の乱用として現在、咳止め薬の乱用が 10

代を中心に流行しているという事例が報告されています。かぜ薬や咳止め薬のなかには、覚醒剤の原料であるエフェドリン

や麻薬の成分であるリン酸ジヒドロコデイン、興奮作用をもつカフェインなどが含まれている場合があります。この成分は、咳

や頭痛を抑える一方で、飲みすぎると眠気・疲労感がなくなり、多幸感や頭がさえたような感覚などの覚醒作用があります。

そのため、これらの市販薬を違法薬物の代替品として使用される事例が多発し、拡大が懸念されています。 

〇大麻など違法薬物について 

最近、日本で学生や若者の間に大麻乱用拡大の傾向がみられます。 

それはカナダなどの解禁の話題がニュースになったり、覚醒剤やコカインと比較して、大麻には依存性や身体への害がない

などという間違った情報が出回っていることも関係があるかもしれません。 

乱用者の多くは、友人や知り合いから誘われたことがきっかけになり抜け出せなくなって薬物依存症になってしまっていま

す。薬物の使用年齢が早ければ早いほど依存症になりやすく、また治療も困難になってしまいます。 

薬物乱用の怖さに対する認識の低さも原因になる場合もあります。認識の甘さがほんのちょっとした好奇心や心の隙間

から一回だけ、と使用へ至るケースも少なくありません。実際に大麻による検挙者は 2014年以降急増しており、その半数

近くが 30歳未満の若者で、高校生や中学生のみならず小学生の検挙者も発生しました。 

とくに喫煙経験のある子供の場合は、たばこを吸う行為が大麻を吸うことへ変わっただけと思い、大麻に対する抵抗感が低

くなる傾向にあるようです。日本でもコカイン、へロイン、覚醒剤など他の更に強い副作用や依存性のある薬物の使用の入

り口となる薬物をゲートウェイドラッグと呼びます。日本では過去、有機溶剤（シンナー）や危険ドラッグがゲートウェイドラッ

グとして危険視されていましたが、現在では大麻が代用されているようです。またアルコールやタバコなど法的な規制物質

であった場合でも、ゲートウェイドラッグとして機能する可能性もあるため注意が必要です。 

 

 

 

⑦ 

薬物乱用防止について 「命の尊厳」を考え、「自分を大切にする」ために 

学校外の相談機関一覧 

https://dapc.or.jp/index.html


特別活動 
 

□卒業するためには、特別活動に 30時間以上参加しなければいけません。 

くわしい内容は、「さくら連絡網」を読んでください。 

参加の申し込みは「さくら連絡網」で送られる URLからできます。 

特別活動 日 時 場 所 
特別活動 

になる時間 

進路支援部 

主催のガイダンス 
「進路支援からのお知らせ」を見てください 

バイブルアワー 
０４日（金）１５：3０～１6：0０ 

２５日（金）１５：3０～１6：0０ 

学 校 

＆ 

オンライン 

2回出席で 1時間 

谷九リーン(まち美化) 

※清掃ボランティア 
３０日（水）１１：００～１２：００ 学校 １時間 

□次の活動も特別活動になります。 

特別活動 学校に提出するもの、注意すること 

大学・短大・専門学校等の 

オープンキャンパス 

① 申請書（職員室にあります） 

② オープンキャンパスでもらった資料や担当者の名刺 

（オンラインで参加した人は、参加したことがわかる画像） 

 

企業説明会 

① 申請書（職員室にあります） 

② 企業説明会でもらった資料や担当者の名刺 

（オンラインで参加した人は、参加したことがわかる画像） 

ひらく学校 

公式ホームページの「お知らせ」から

申し込みをして参加する。  

※公式 LINE からもスケジュールが確

認できます。 

公式 LINE 

 

 
 

公式ホームページ 

 

 
 

 

 

映画・アートをみよう 

～校外芸術・映画鑑賞～ 

 

 

① 申請書（職員室にあります） 

② チケット半券または DVDレンタルのレシート 

（インターネットでみた人は、みたことがわかる画像） 

注意：一つの映画・展覧会で特別活動 2時間です。18時間まで認定。 

本校ホームページの『特別活動(校外芸術・映画鑑賞)』にのっている映

画・展覧会を鑑賞してください。 

『特別活動(校外芸術・映画鑑賞)』 

（2023年８月） 

 

 

 

＜こちらをクリック＞ 

『特別活動(校外芸術・映画鑑賞)』 

過去リスト（2019年～2023年７月） 

 

 

 

＜こちらをクリック＞ 

『特別活動(校外芸術・映画鑑賞)』 

（2019年以前の全映画リスト） 

 

 

 

＜こちらをクリック＞ 

 

 
 
 

⑧ 

https://lin.ee/4pcx2qX
https://hiraku-gakko.com/news/
https://www.ymcagakuin.ac.jp/upload/tokkatsu.pdf
https://www.ymcagakuin.ac.jp/upload/202308_list.pdf
https://www.ymcagakuin.ac.jp/upload/all_list.pdf


 

事務室からのお知らせ 
 

 
 
受付で手続をする時 

 
□受付で手続をする時は自分の筆記用具を持ってきてください。貸出はしていません。 

 

夏期休業中の事務の取扱いについて 

□8月 11日(金)～15日(火)は夏期休業で学校が閉まりますので事務の取扱いもありません。 

□通学割引証や遠方への旅行などに必要な学割については、8月 8日(火)17:00までに申し込んでください。 

8月 8日に申し込んだものは 8月 10日(木)に渡します。即日発行はできません。 

 

生徒証の発行 

 □前期単位認定テストを受ける時には生徒証が必要です。 

□生徒証をまだ受取っていない人は、職員室で受取ってください。 

□写真を提出していない人は生徒証の発行ができません。 

すぐに生徒証用の写真を提出してください。 

（証明写真：証明用・背景なし・タテ 3cm×ヨコ 2.5cm） 

□生徒証がない場合、A.B.C.をよく読んで職員室で申し込みをしてください。 

生徒証は申し込みをしてから土・日・祝日を除く３日後に渡します。 

   A.  証明写真（タテ 3cm×ヨコ 2.5cm）を提出してください。 

B. 再発行の場合は「証明書発行願」に必要事項を記入してください。 

※「証明書発行願」は職員室で受け取るか 

『学務の手引き 2023年度版』の 34ページをコピーしてください。 

   C.  発行手数料 500円を支払ってください。（今年度再発行の場合のみ） 

 
 

通学割引証の発行 

□本校へ通学するときは、交通機関の通学用割引回数券を使うことができます。 

回数券の残りが少なくなったら、「通学割引証申請カード(ケース入り)」を職員室窓口のカード回収ボックス

に入れて、発行申請をしてください。 

土日祝日を除く 2日後に新しい「通学割引証」を受取りにきてください。 

□「通学割引証」の有効期限は 1ヶ月です。期限内に指定された駅の発売所で買ってください。 

そのときは、生徒証明書を見せてください。 
 

住所や電話番号が変わったとき 

 □住所や電話番号などが変わったときは、すぐに①～④の手続きをしてください。 

①「各種変更届」に必要事項を書いて、保護者の印鑑を押して職員室へ提出する。 

※「各種変更届」は、職員室にあります。 

②生徒証用の写真を職員室に提出する。（新しい生徒証を発行します。） 

③手紙などの郵便物が新しい住所に届くように、郵便局に転居届を出す。 

 

④通学経路が変わる場合は①の「各種変更届」と一緒に「通学割引証申請カード」を提出する。 

※プラスチックのケースに入っている「通学割引証申請カード」を新しく発行します。 

発行には２日かかります。 

 

 

 

 3 ㎝ 

写真の大きさ（実物大） 

2.5㎝ 

QRコードから、インターネットで転居届を出すこともできます。 ==➔  

⑨ 

https://welcometown.post.japanpost.jp/etn/


 各種申請書に証明記載・証明書添付が必要な場合 
 

   □各種補助金や奨学金（都道府県、市区町村、民営団体）などの申請書に、在学証明等の記載 

または別紙証明書添付が必要な場合があります。 

その際は「証明書発行願」を職員室に提出して申し込みをしてください。 

各種補助金や奨学金などの申請時に証明が必要な場合は、以下 A～Cを取りまとめて申し込みを 

してください。 

   Ａ．証明書発行願 

（『学務の手引き 2023年度版』の巻末にあります。コピーして使用してください。） 

     ※「提出先」と「理由」も明記してください。 

   Ｂ．補助金・奨学金などの申請書 

Ｃ．証明発行手数料 300円（推薦書は和文 500円、英文 1,000円） 

 

令和５年度大阪府私立高等学校等 授業料支援補助金制度＜対象者のみ＞ 

□受給要件に該当する方は申請書を事務室に提出してください。 

申請書の提出がないと補助金を受けることができません。 

提出締切日：2023年 8月 23日（水）17:00必着 

□受給対象となるには次の①②③④全てを満たす必要があります。 

①生徒が国の就学支援金を受給していること 

②2023年 10月 1日にＹＭＣＡ学院高等学校に在籍していること 

③生徒およびその保護者等（親権者全員）が大阪府内に在住していること 

④保護者等(父母)の課税額が所得要件を満たしていること 

   モデル世帯の年収めやす※１…590万円未満 
     課税標準額×６％－調整控除額※２…154,500円未満 
 
         ※１  モデル世帯とは、保護者のうちどちらか一方が働き、子ども２人（16歳以上 19歳未満１人、16歳未満１人）がいる４人世帯で

す。年収はあくまでめやすです。所得判定は※２のとおり、市町村民税の情報をもとに行います。 
※２ 保護者全員の「課税標準額×６％－市町村民税の調整控除の額（政令指定都市の場合は調整控除の額に４分の３を掛けて計算）」

の合算です。 

（詳細はリーフレット（緑色で印字）でご確認ください。） 

 

大阪府 私立高等学校等 奨学のための給付金＜対象者のみ＞ 
大阪府外の世帯の場合は、お住まいの府県で申請ができます。 

□受給要件に該当する方は必要書類を事務室に提出してください。 

必要書類の提出がないと給付金を受け取ることができません。 

提出締切日：2023年 8月 23日（水）17:00 必着 

□2023年 7月 1日時点で次の①②③④⑤全てを満たす必要があります。 

① 保護者等全員の令和５年度の市町村民税及び道府県民税の所得割が非課税、 

もしくは生活保護（生業扶助）受給世帯であること。 

※均等割のみ課税の場合は対象となります。 

② 保護者等全員が、大阪府内に在住していること 

③ 生徒が高等学校等就学支援金の支給を受ける資格を有する者、 

または学び直し支援金の補助対象となる者であること 

④ 生徒が、高等学校等就学支援金の支給対象校に在学し、休学していないこと 

⑤ 生徒が、平成２６年４月１日以降に、高等学校等の第１学年に入学していること 

⑩ 



平成２７年４月１日以降に第２学年に、平成２８年４月１日以降に第２・３学年に編転入学している生徒

を含みます。 

□給付額は次のとおりです。 

・生活保護受給世帯 52,600円 

・所得割非課税世帯 52,100円 

 

さくら連絡網登録のお願い 
 

□さくら連絡網をまだ登録していない人は、すぐに登録をしてください。学校からの大切な連絡が届きます。

登録方法がわからないときは担任に相談してください。 

 

 9月からの学校通信についてお知らせ 

  □毎月、学校通信は「さくら連絡網での配信」・「ホームページへの掲載」を行っています。 

9月からホームページへは、「学校長からのメッセージ」・「今月の聖句」のみを掲載予定です。 

学校通信には、学校生活を送るにあたり必要・大切な情報が書かれていますので、さくら連絡網で配信された

ら必ず確認をしてください。 

紙面での受け取りを希望される方は職員室で渡しますので、声をかけてください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 

 

この学校通信は、「やさしい日本語」を使っています。   

本校には様々な国にルーツをもつ生徒や、障がいをもつ生徒が在籍しています。 

「やさしい日本語」とは、すべての人に伝わりやすい「かんたんなことば」を 

使った日本語のことです。 

必要な情報を届けるために、学校通信では伝え方の工夫をしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の聖句 

「あなたがたの中で偉くなりたい者は、皆に仕える者

になり、いちばん上になりたい者は、すべての人の
僕（しもべ）になりなさい。」 

 

（マルコによる福音書 10章 43～44節） 

 

人は世の中を見ていて、不思議だなと思うことがあります。みんなそれぞれ違う

性格を持ち、違う環境に生き、違う考えを持ち、違う価値観を抱いているのに、な

ぜかみんなが同じ方向を向いているように思われることがあります。どんな人間

に、どんな大人になっていきたいですか？と問われたら、偉くない人よりも偉い人

に、弱い人よりも強い人に、立場の低い人よりも高い人になりたいと、みんな思っ

ているように感じます。それはきっと、他の人よりも高いところに立ちたいと思っ

ているからではないでしょうか。 

でも、神様の価値観は全く違います。その人がどんな立場であろうと、どんな経

歴であろうと、すべての命は同じだけ尊いのです。人間社会の価値観も大事です。

でも、それだけではなく、神様の価値観で一人一人の命を見つめてみることも、す

ごく大切なことです。誰かを上や下に見るのではなく、自分自身のことも誰かと比

べて上とか下とか考えるのではなく、みんなが同じだけ尊い命であるという視点

を、忘れずにいてほしいと思います。 
 

（福島義也牧師 日本基督教団河内長野みぎわ教会） 

 

 

 

 

 


